
 
 
                                                                                                      

 

海外事業 

概要 

 アビジャン交差点橋 2 期工事の施工報告 

      南英浩 
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   安倍晋三／日本・コートジボワール友好交差点橋は，西アフリカ，コートジボワール共和国最大都市アビジャンの渋

滞が最も激しい市中心部の交差点の一つにおいて施工された．現場は行政業務地区と空港を結ぶ重要なルート上にあ

り，このプロジェクトにより交通の円滑化と経済成長の促進が期待されている．第一次計画は 2019 年 12 月に完工式が

行われた．当社が施工する第二次計画は 2021 年 12 月に起工式が行われ，2024 年 9 月に竣工予定である．このプロジェ

クトの資金は日本政府からの無償資金援助によって支えられており，日本とコートジボワールの友好関係を強化し，交

通インフラの改善を通じて経済的な発展を促進することを目的としている． 

当現場の施工業者は鴻池組・ピーエス三菱 JVである．当社施工範囲は，PC上部工（橋長 589.500m）である．構造的

には PC10 径間有ヒンジ中空床版橋＋PC2 径間場所打ち箱桁橋＋PC3 径間場所打ち箱桁橋＋PC9 径間有ヒンジ中空床版

橋，橋長 589.500m，総幅員 10.100m，有効幅員 8.500m である．ここでは上記範囲の PC 上部工のうち，交差点上空で

移動作業車を用いた片持架設工法による PC3 径間場所打ち箱桁橋（橋長 130.100m）の施工について報告する． 

施工場所はアビジャンでも最も渋滞の激しい交差点の一つである．移動作業車は，下段作業台をシート養生により釘

等の落下防止措置を，作業車の移動は交通規制により車両を一時通行止めして行った．当社にとって初めて施工する国

で，地元の人材派遣会社から送り出された全く作業経験がない作業員を直接動かさなければならなかった． 

施工 

 
 

  １． 施工中の苦労 
筆者とインドネシア人の当社職員 1 名，外注日本人スーパー

バイザー（作業指導員）2 名で張出施工を行った．作業員が橋梁

工事に不慣れなので，手戻り作業がないように，また怪我をさ

せないように施工を進めた．毎日同じことを繰り返し指示する

ことで P13 の施工が終わり P14 の移動作業車を組み立てるころ

には日本人作業員と同じとまではいかないが，施工の熟練度は

驚くほどに向上していった．コートジボワールの言語はフラン

ス語で，最初はコミュニケーションの面で苦労したが，英語が

堪能な大学出の作業員が何人かいたので，彼らを通すことで

我々の指示をスムーズに伝達できた．次第に英語を理解する作

業員も増えていき施工後半は楽になっていった．アフリカ特有

の苦労といえば感染症である．マラリアも罹患率が高いが現在

は良い薬があるので極度に恐れる必要はない． 

２．西アフリカ（フランス語圏）での工事 
筆者にとってフランス語圏での工事は初めてなので，最初は

戸惑うことが多かったが，世界共通言語の英語を使え，日本で

の工事経験が十分にあれば対応できると感じた．海外工事に興

味がある方はこのようなあまり日本人には馴染みのない国での

仕事にも興味を持っていただければと思う． 

 
Key Words：西アフリカ，無償資金援助，渋滞解消，経済成長 
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写真-2 カウンターウエイト載荷状況 

 

 

写真-1 張出施工状況 

図-1 張出施工部詳細図 
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PRC 造染み出し空調採用のテナントビル施工報告 
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   敷地前面道路向かいには私立学園，隣地 2面は教会・学習塾，周辺は公立学校・住宅が並ぶ環境に立地され，周辺施設

との調整のため半年程度遅れての着工となり，工事は騒音や風紀への配慮，作業時間・作業日の調整，周辺道路からの

工事車両安全管理の徹底が必要とされた．また，本建物は，これまで各種の賞を受賞されたシリーズの第三弾として計

画され，特徴的な外観は継承されつつ，細部材で構成された PRC 構造，各階バルコニーのスラブ段差に埋め込まれた屋

上緑化，OA フロア下に収められた染み出し空調はこれまでに無い仕様で計画された．インテリアは，事務室全体の天井

をコンクリート打放仕上げで 3.2m グリッドに配置された梁下端に照明器具が内蔵され無垢な格子天井として実現され

た．本計画を工期内に竣工を迎えるための様々な取り組みを報告する． 

工事概要と施工計画 

 
 

  １．工事概要 
建物計画はかど地での天空率の利点を活かし，敷地西側と北側へヴォリュー

ムを前後に交差され，中間領域であり事業性にも寄与するバルコニーがグラン

ドレベルより続く階段でつながっている．構造は 3.2m グリッドに配置された

梁と 12.8m スパンを支える柱に PC 鋼材を配しコンクリート打設後緊張する

PRC 造で，ズレながら積層する空間がつくられている．また昇降機，水廻り

設備は基準階レンタブル比 100%を実現するための設備バルコニーを含めたコ

アとして集約し，事務室内の空調機，配管類の全てが床下に収められている． 
地上部分 1~5 階のコンクリート強度は Fc60N/mm2 で，インテリアとして格

子状に現れる梁底，段差の多いスラブ（天井），柱はコンクリート打放仕上げ

となる．複雑な躯体形状をより理解し易く可視化できるよう BIM 推進部の協

力のもと躯体 BIM モデルを作成した．全体の躯体形状モデルを図-1 に示す．  
 

２．仮設計画 
敷地東南側は狭小につき一側ブラケット足場で計画したが，梁端部の緊張作

業で必要な作業床幅員が確保できなかった為，隣地所有者の承諾を得て一時的

に足場を拡幅させる計画とした．資材搬出入やコンクリート打設は一方通行路

での道路使用となる為，道路向かいにある既存ガードレールを自費工事にて脱

着式として，一般車両通路と歩行者通路の幅員を調整できる形態とした．楊重

設備はタワークレーンのみとし隣接した近隣建物への衝突防止等・越境等防止

の為，旋回範囲規制装置を設置した．外部足場は複雑な躯体形状に沿った足場

となる為，外部足場 BIM モデルを iPad で出力し，現地にて外部足場の構成を

現場の作業員へ解り易く伝えるツールとして効果的であった．内部はスラブ段

差が多く安全性と作業性を考慮し開口部となっていた低いスラブ部を塞ぐよう

支保工足場を設置した．  
 

３．施工上の課題 
段差の多い躯体形状を施工するうえで課題であったのが①梁配筋をどのよう

にして施工するか．②打放コンクリート仕上げに対し打継をどのように計画す

るか．であった．梁配筋は，場所により施工面である床の高さが異なるため，

鉄筋を支持する仮設の鉄筋馬を場所により変えて配置し，高さを揃え組立，す

べての各所に H1.5mの高さでレバーブロックを取付し梁全体を吊り上げた後，

徐々に所定の位置に落とし込む形で施工した． 
1日のコンクリート打設量は 80～90m3程度が最大であり，また高強度コンク

リートの流動性が高く，躯体段差部の吹き出しを固めながらの打設作業は不可

能であったため，打継を設けざるを得なかった．その為，打放仕上げである天

井面（スラブと梁底）に打継を設けないよう設計者と協議し，1 回目で梁の下

部に取付くスラブと梁底全面を打設し，2 回目に梁型と梁の上部に取付くスラ

ブを打設することで，打継を極力目立たせないことと，吹き出し部は 2 回目の

打設となりコンクリートが固まった状態でトラブルの無いコンクリート打設計

画とした．写真-2 に天井打放し仕上げ状況を示す． 
 

Key Words：PRC，打放し，SCW，鉄骨階段，染み出し空調，屋上緑化，BIM 
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写真-2 天井打放し仕上げ状況 

図-1 躯体 BIM モデル 
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